
硫黄島行政視察・硫黄島強制疎開80周年記念シンポジウム 

 

令和6年2月15日(木)～2月16日(金)に小笠原村による硫黄島行政視察が、これ

までの村長、村議会議員で行われていた行政視察とは違い、村長、硫黄島旧島民の奥

山登紀子さん、硫黄島促進協議会麻生会長、全国硫黄島島民３世の会西村会長、関根

さん、三宅正彦東京都議会議員、村議会議議員参加のもと、実施されました。 

硫黄島旧島民の方々の話をお聞きしたり、戦跡はもとより、当時の生活痕がわかる

ところを多く視察したりしてきました。 

また、翌 17 日には、明治学院大学国際平和研究所・全国硫黄島島民 3 世の会主催

による「硫黄島強制疎開 80 周年記念シンポジウム」が明治学院大学にて開催され、

村議会議員全員で出席いたしました。前日までご一緒していた硫黄島民 1 世の奥山登

紀子さん基調講演もあり、奥山さんが何度も繰り返し言われていた「硫黄島を忘れな

いでください。」この言葉がとても印象的でした。 

小笠原村議会では、硫黄島調査特別委員会を設置しております。今後、硫黄島旧島

民方々のために何が出来るのか、歴史、現在の旧島民の生活、環境を十分理解し、委

員会においても議論を深めていくことを強く感じた視察となりました。 

【硫黄島行政視察】 
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